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２学年 算数科 単元指導計画 

単元名  かけ算（１） 
主教材： 「新しい計算を考えよう」 

（東京書籍２年） 

日 時 令和５年１０月２５日（水）６時間目 

対 象 学 級 遠野北小 ２年１組（２１名） 

授 業 者 教 諭  太野 尚子 

１ 単元の目標                             

〔知識及び技能〕 〔思考力、判断力、表現力等〕 「学びに向かう力、人間性等」 

乗法が用いられる場合や乗法
九九について知り、乗法の意味や
乗法に関して成り立つ性質（乗数
が１ずつ増えるときの積の増え
方や交換法則）を理解し、乗法が
用いられる場面を絵や図、言葉、
式で表したり、乗法九九（５、２、
３、４）を構成し、確実に唱えた
りすることができる。 

数量の関係に着目し、累加の考え
や乗数と積の関係などを基に、乗法
九九の構成の仕方を考え表現する
ことができる。 

 数量や図形に進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振り返り、数
理的な処理のよさに気付き生活や学習
に活用しようとしている。  

２ 単元で取り上げる「数学的活動」              

 日常の事象から見いだした算数の問題を、具体物、図、数、式などを用いて解決し、結果を確かめる活動。 

３ 単元の評価規準                              

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

乗法が用いられる場合や乗法
九九について知り、乗法の意味や
乗法に関して成り立つ性質（乗数
が１ずつ増えるときの積の増え
方や交換法則）を理解し、乗法が
用いられる場面を絵や図、言葉、
式で表したり、乗法九九（５、２、
３、４）を構成し、確実に唱えた
りしている。 

数量の関係に着目し、累加の考
えや乗数と積の関係などを基に、
乗法九九の構成の仕方を考え表現
している。 

 数学的に表現・処理したことを振り
返り、数理的な処理や乗法のよさに気
付き今後の生活や学習に活用しようと
している。 

４ 単元の指導と評価の計画（全２２時間） 

時

間 
目標 学習活動  

知

技 

思

判

表 

態

度 
評価規準〔評価方法〕 

□1  かけ算 

 

１ 

○プロローグ 

○「１つ分の数」「いくつ

分」をとらえ、「１つ分の

数」と「いくつ分の数」

の関係の場合に乗法が用

いられることを知り、乗

法の意味を理解し、説明

する。 

 

・絵を見て、それぞれの乗り物
に乗っている子どもの人数を
調べる。 

・総数が同じでも１台に乗って
いる人数が違うことから「１
つ分の数」と「いくつ分」を
とらえる。 

 ◎  
 

数量の関係に着目し、数
量を「１つ分の数」の「い
くつ分」ととらえ、説明し
ている。 

〔観察・記述〕 

２ 

・絵やおはじきを使って、全体
の人数の求め方を言葉で説明
する。 

・５×３＝１５の式の意味を知
る。 

・「１つ分の数」と「いくつ分」
が分かれば、全部の数を求め
られることをまとめる。 

・用語「かけ算」と記号｢×｣ 
を知る。 
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３ 

○乗法の場面を式やおはじ

きで表す活動を通して、

乗法の意味の理解を確実

にする。 

・３、４ページの絵を見て、乗
り物に乗っている人数をかけ
算の式で表現する。 

・５、４のまとまりになってい
るものの写真を見て、乗法の
式に表す。 

◎   乗法は、１つ分の数の大

きさが決まっているとき

に、そのいくつ分かにあた

る大きさを求める場合に用

いられることを理解するこ

とができる。 

〔観察・記述〕 

４ 

○乗法の場面を式やおはじ

きで表し、説明する。 

・乗法の式から、その場面をお
はじきで表す。 

・並んだおはじきを乗法の場面
としてとらえ、乗法の式に表
す。 

 ◎  具体物のまとまりに着目
し、乗法が用いられる場面
を式やおはじきで表し説明
している。 

〔観察・記述〕 

５ 

○乗法の答えは被乗数を乗

数の数だけ累加して求め

られることを理解する。 

・問題場面から数量の関係をと
らえ、立式や答えの求め方に
ついて考える。 

・乗法の答えは、被乗数を乗数
の数だけ累加して求められる
ことをまとめる。 

◎   乗法の答えは、被乗数を

乗数の数だけ累加して求め

られることを理解すること

ができる。 

〔観察・記述〕 

６ 

○倍の意味を知り、ある量
の何倍かにあたる量を求
めるときもかけ算を用い
ることを理解する。 

・３㎝の２つ分を、３㎝の「２
ばい」ということを知る。 

・３㎝の２倍の長さを求めると
きも、３×２のかけ算の式に
なることを知る。 

◎   倍の意味を知り、ある量
の何倍かにあたる量を求め
るときもかけ算を用いるこ
とを理解することができ
る。   〔観察・記述〕 

７ 

○単元の学習の活用を通し
て事象を数理的にとらえ
論理的に考察し、問題を
解決する。 

・〔いかしてみよう〕身のまわり
からかけ算の式になる場面を
見いだす。 

・どのような乗法の式になるか
を、「１つ分の数」×「いくつ
分」＝「全部の数」を基に説
明する。 

 ◎ ○ 学習内容を適切に活用し
て筋道立てて考え、問題を
解決しようとしている。 

〔観察・記述〕 

□2  ５のだん、２のだんの九九 

８ 

○５の段の九九の構成の仕
方を理解する。 

・お菓子が１箱に５個ずつ入っ
ているときの１～４箱分の個
数を求める。 

・累加や５とび、アレイ図など
を用いて５の段の九九を構成
する。 

◎   ５の段の九九の構成を理

解し、構成することができ

る。 

〔観察・記述〕 

９ 

○５の段の九九を確実に唱
え、適用することができ
る。 

・用語「九九」を知り、５の段
の九九を唱え、カードを使っ
て練習する。 

・５の段の九九の答えは５ずつ
増えていることを確認する。 

◎   ５の段の九九を確実に唱
えることができ、それを用
いて問題を解決することが
できる。 

〔観察・記述〕 

10 
・５の段の九九を用いて問題を
解決する。 

11 

○２の段の九九の構成の仕
方を理解し、説明する。 

・１皿にすしが２個ずつ乗って
いるときの１～５皿分の個数
を求める。 

・累加や２とび、アレイ図など
を用いて２の段の九九を構成
する。 

○ ◎  ２の段の九九の構成の仕
方を基に、２の段の構成の
仕方を考え、説明している。 
    〔観察・記述〕 
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12 

○２の段の九九を確実に唱
え、適用することができ
る。 

・２の段の九九を唱え、カード
などを使って練習をする。 

・２の段の九九の答えは２ずつ
増えていることを確認する。 

◎   ２の段の九九を確実に唱
えることができ、それを用
いて問題を解決することが
できる。 

〔観察・記述〕 
13 

・２の段の九九を用いて問題を
解決する。 

３ ３のだん、４のだんの九九 

14 

○３の段の九九の構成の仕

方を理解し、説明する。 

・１パックに３個ずつ入ってい
るプリンの１～４パック分の
個数を求める。 

・３×４の答えにいくつたせば
３×５になるかを考える。 

・３×５の答えに３をたせば３
×６になることを活用して、
３の段の九九を構成する。 

・用語「かけられる数」「かける
数」を知る。 

 ◎  乗法について成り立つ性

質を用いて、３の段の九九

の構成の仕方を考え、説明

している。 

〔観察・記述〕 

15 

○３の段の九九を確実に唱
え、適用することができ
る。 

・３の段の九九を唱え、カード
などを使って練習をする。 

・３の段の九九の答えは、乗数
が１増えると３増えることを
確認する。 

◎   ３の段の九九を確実に唱
えることができ、それを用
いて問題を解決することが
できる。 

〔観察・記述〕 

16 
・３の段の九九を用いて問題を
解決する。 

17 

○４の段の九九の構成の仕
方を理解し、説明する。 

・１袋に４個ずつはいっている
みかんの１～５袋分の個数を
求める。 

・４×５のかける数が１増える
と答えはいくつ増えているか
確かめる。 

・４の段では、かける数が１増
えると答えが４増えることを
活用して、４の段の九九を構
成する。 

 ◎  乗法について成り立つ性

質を用いて、４の段の九九

の構成の仕方を考え、説明

している。 

〔観察・記述〕 

18 

○４の段の九九を確実に唱
え、適用することができ
る。 

・４の段の九九を唱え、カード
などを使って練習をする。 

・４の段の九九の答えは、乗数
が１増えると４増えることを
確認する。 

◎   ４の段の九九を確実に唱
えることができ、それを用
いて問題を解決することが
できる。 

〔観察・記述〕 

19 
・４の段の九九を用いて問題を
解決する。 

20 

本

時 

○問題づくりによる、式の読
みや式に表現することを
通して、数量の関係に着目
し言葉や式で説明する。 

・２×５＝１０、５×２＝１０
で表される問題の式と答えを
それぞれ考え、乗法の式の意
味について理解を深める。 

○ ◎  数量の関係に着目し、乗
法の用いられる場面をとら
え、言葉や式で説明してい
る。   〔観察・記述〕 

まとめ 

21 

・ 

22 

○学習内容の定着を確認す

るとともに、数学的な見

方・考え方を振り返り価値

付ける。 

・「たしかめよう」に取り組む。 
・「つないでいこう 算数の目」
に取り組む。 

◎  ○ 基本的な問題を解決する

ことができる。 

〔観察・記述〕 
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５ めざす資質・能力とその手立て 

                 自分の考えをもち表現する 

「自分の考えをもつ」 

既習内容を生かして立式し、答えを求めている姿。 

〈既習と結びつける、解決方法の見通しをもつ〉 

「自分の考えを表現する」 

「１つ分の数」「いくつ分」を明確にして図に表し、式を確かめている姿。 
  〈算数用語を使って書く・話す・説明する、図や式を用いて書く・話す・説明する〉 

６ 「２つの視点」による授業改善                        

視点１「課題意識の持続」 視点２「達成状況の把握」 

①学習の終わりには問題に合った式が分かり、説明が
できるようになることを本時のゴールとして明示し
て課題を共有し、意欲をもたせる。 

〈１時間の見通しをもつ（ゴールを示す）〉 

②見通しをもつ場面において、式を立てる時の手がか
りになる言葉や言葉の式を想起させて、式が問題に
合っているか考えさせる。 

〈１時間の見通しをもつ（ゴールを示す）〉 

①自力解決の場面において、見通しを生かして図に表
し考えているか、机間指導で把握する。 

 〈達成状況把握の手立ての明確化〉 

②適用問題を解く場面において、本時の学びを生かし
て図と文で説明できているか、机間指導及びワーク
シートで見取る。 

 〈達成状況把握の手立ての明確化〉 

７ 本時の展開                            

（１）目標 

問題づくりによる、式の読みや式に表現することを通して、数量の関係に着目し言葉や式で説明する。 

〔思考・判断・表現〕 

（２）本時の評価規準 

評価規準 概ね満足できる 努力を要する児童への手立て 

数量の関係に着目し、乗法の用いら

れる場面をとらえ、言葉や式で説明し

ている。   〔観察・記述〕 

 

 乗法の用いられる問題について、

「１つ分の数」「いくつ分」を確かめ

ながら、図や言葉で式の意味を説明

している。 

 問題文や場面の絵、図から、「１

つ分の数」「いくつ分」を確かめさ

せる。 

（３）展開 

段階 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点【視点①②】と評価 

導 

入 

５ 

分 

１ 問題をとらえる。 
問題文を読み、式と答えを考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ２×５＝１０  答え １０本 
 ５×２＝１０  答え １０本 
 
２ 本時の学習課題を把握する。 
 
 
 

 
・問題文にある数値は同じだが、問題場面が異なることに気付か
せる。 

・②は問題文の中に被乗数、乗数の順に数字が表れていないため、
２×５または５×２と立式する児童がいることが予想されるこ
とから、課題につなげる。 

・ワークシートに式と答えを書かせる。 
 
資･能：自分の考えをもつ場面 

既習内容を生かして立式し、答えを求めている姿。 
 
 
 
 
 
 
【視点１：課題意識の持続①】 
学習の終わりには問題に合った式が分かり、説明ができるよう

になることを本時のゴールとして明示して課題を共有し、意欲を
もたせる。 

 かけ算のしきのいみを見なおそう。 

① えんぴつを１人に２本ずつ、５人に

くばります。えんぴつは、ぜんぶで何

本いりますか。 

② えんぴつを２人に５本ずつくばりま

す。えんぴつは、ぜんぶで何本いりま

すか。 
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展 

開 

20 

分 

３ 課題解決の見通しをもつ。 
 ・問題①について全体で確認しなが

ら見通しをもつ。 
  
 
 
 
 
 
４ 課題を解決する。 

（１）自力解決をする。 

 ・問題②について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）考えを交流し合う。 

 ・全体で、考えたことを発表する。 

 

５ 考えを整理する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６ まとめる。 
 

・全体で、問題①について「１つ分の数」「いくつ分」を明確にし
て、絵や図で確認しながら式を考えさせる。 

・言葉の式（「１つ分の数」×「いくつ分」＝「ぜんぶの数」）を想 
起させる。 

 
【視点１：課題意識の持続②】 
見通しをもつ場面において、式を立てる時の手がかりになる言

葉や言葉の式を想起させて、式が問題に合っているか考えさせる。 
 

・問題①を全体で確認した時と同じやり方で図をかかせ、「１つ分の
数」「いくつ分」を明確にして言葉の式をもとに考えさせる。 
 
資･能：自分の考えを表現する場面 

「１つ分の数」「いくつ分」を明確にして図に表し、式を確かめて

いる姿。 
 
【視点２：達成状況の把握①】 
自力解決の場面において、見通しを生かして図に表し考えてい

るか、机間指導で把握する。 
 

・自分の考えと同じところがあるか確かめながら聞くように声が

けする。 

・児童の発言を整理しながら解決方法を確認する。 

 
・問題に合った式を考えるために、何に気を付けたかを振り返り、
まとめにつなげる。 
 
・問題①②に戻り、式の意味が違うことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

20 

分 

７ 適用問題を解く。 

教科書Ｐ２１の△5 に取り組む。 

  
① ４×３    ② ３×４ 

 
○ア        ○イ 
 
 
 
 
   
   
 
 
 
 
 
 

 
・式と式に合う問題文を線で結ばせ、なぜそうなるか、図と文で説
明させる。 

・ペアで考えを発表させた後、全体で確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
【視点２：達成状況の把握②】 
 適用問題を解く場面において、本時の学びを生かして図と文で
説明できているか、机間指導及びワークシートで見取る。 
 
 

 「１つ分の数」「いくつ分」をたしかめて、「１つ分の数」×「いくつ分」＝「ぜんぶの数」のしき

をつくる。 

【思・判・表】 
数量の関係に着目し、乗法の用いられる場面をとらえ、

言葉や式で説明している。   〔観察・記述〕 

・「１つ分の数」「いくつ分」をたしか

める。 

・「１つ分の数」×「いくつ分」＝「ぜ

んぶの数」の式にする。 

① ２本ずつ、５人分 

           

           

 

② ５本ずつ、２人分 

  

 みかんが３こずつ入

っているふくろが４ふ

くろあります。 

 みかんは、ぜんぶで

なんこありますか。 

 みかんが４こずつ入

っているふくろが３ふ

くろあります。 

 みかんは、ぜんぶで

なんこありますか。 

 

 

 

 
 

１ふくろ分の数は３で、

３こずつ４ふくろ分 

 

 

 

 
１ふくろ分の数は４で、

４こずつ３ふくろ分 
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８ 学習を振り返る。 
 
 
 
 
  

８ 板書計画等                        

○も  

①        ②                           

 

                   ○見・「１つ分の数」「いくつ分」 

・「１つ分の数」×「いくつ分」＝「ぜんぶの数」 

○考  

                   

                   

 

 

                   

 

 

 

 

 

       

 

 

・「１つ分の数」「いくつ分」をたしかめると、もんだいにあったしきができる。 

・「１つ分の数」「いくつ分」をたしかめて図をかくとはっきりわかった。 

○ま 「１つ分の数」「いくつ分」

をたしかめて、「１つ分の数」×

「いくつ分」＝「ぜんぶの数」

のしきをつくる。 

○か かけ算のしきのいみを見なおそう。 

○れ 適用問題 

 

 

 

○ふ  

 

えんぴつを１人

に２本ずつ、５人

にくばります。 

 えんぴつは、ぜ

んぶで何本いりま

すか。 

えんぴつを２人

に、５本ずつくば

ります。 

 えんぴつは、ぜ

んぶで何本いりま

すか。 

 

② ５本ずつ、２人分 

   

  

式 ２×５＝１０ 

 

答え １０本 

式 ５×２＝１０ 

  ２×５＝１０ 

 

答え １０本 

「１つ分の数」２ 

２本ずつ５つ分 

「１つ分の数」５ 

５本ずつ２つ分 

式 ２×５＝１０ 

答え １０本 

式 ５×２＝１０ 

答え １０本 

１人分 

 

 

１人分 

 

 

  

① ２本ずつ、５人分 

           

         

 


